
２０１６年度 第１１回関私教協幹事校会議事録

１．日時 平成 29 年 2 月 27 日（月）19：00～21：00
２．場所 こども教育宝仙大学 大学１号館 音楽演習室

３．出席者

【幹事】鈴木 将史（事務局長・創価大学）、所澤 潤（事務局次長・東京未来大学）、鈴木 淳子（女

子美術大学）、齊藤 多江子（こども教育宝仙大学）、手島 陽介（杉野服飾大学）、徳田 光治、岩田

一正（成城大学）、坂田 仰（日本女子大学）、左巻 健男（法政大学）、冨樫 伸（明星大学）、松本

祐介（川村学園女子大学）、五十嵐 寧（日本工業大学）、長沼 秀明（川口短期大学）

【オブザーバー】西村 宗一郎、平野 崇雄（北里大学）、須川 公央（白梅学園大学）、木下 ひさし

（聖心女子大学）、岡田 愛（立正大学）、吉國 陽一、藤原 隆紘、古田 利佳（田園調布学園大学）

【事務担当】平野 光彦（創価大学）

４．協議

〔報告事項〕

（１） 研究部の活動について

各研究部会の世話人より、活動状況について報告がなされた。

第１部会：次回 3 月 6 日（月）に、成蹊大学ならびに川村学園女子大学より情報提供して

いただく部会を、日本工業大学神田キャンパスで開催予定である。

第２部会：2 月 26 日（日）に 14 時から大正大学にて、再課程認定に対する各大学の準備

体制について、北里大学の事例発表をもとに、情報交換を行った。

第３部会：3 月 2 日（木）に大正大学にて第 4 回となる部会を開催し、教育委員会との連

携協定について、横浜市教育委員会の担当者をお呼びし講演いただく予定である。また、

再課程認定について情報交換を行う予定である。

第４部会：次回 3 月 11 日（土）に青山女子短期大学にて部会を開催する予定である。

第５部会：2 月 23 日（木）に部会を開催し、本年度初頭に実施した教員採用試験への取

り組みに関するアンケート調査の分析を進めた。また、5 月の全私教協研究大会分科会に

て発表する内容について検討を行った。次回は 4 月中旬に開催予定である。

第６部会：１月 21 日（土）に二松学舎大学にて部会を開催し、本年度実施した「介護等

体験等のハラスメントに関するアンケート」の調査結果の確認とデータの取り扱いについ

て打ち合わせを行った。数値に関する報告書を活動報告として 2 月末に、報告書を 7 月末

に発行する予定である。

第７部会：3 月 16 日（木）に工学院大学にて部会を開催し、次期学習指導要領の確認を

行う予定である。また、また、理系学生のための教職本の作成について改めて意見交換を

行う予定である。

第８部会：2 月 23 日（木）に予定をしていた再課程認定についての部会を新年度に延期

する。また、3 月下旬に部会長を中心に、新学習指導要領についての部会を開催予定であ

る。



また、各地域部会からも部会の開催につき、報告がなされた。

千葉・茨城地区：2 月 23 日（木）に、キャリア教育に関する研究会を開催した。

神奈川・山梨地区：2 月 25 日（土）に東洋英和女学院大学にて、再課程認定の状況と課題

について研究会を開催した。

北部地区：2 月 18 日（土）に研究会を開催した。アクティブラーニングや再課程認定等、

いくつかの教職課題について全体で意見交換を実施した。

（２）全私教協 2016 年度第 3 回理事会報告

所澤事務局次長より、資料に基づき、全私教協 2016 年度第 3 回理事会の報告がなされた。

（３）『会報』第 81 号の編集について

   広報部の徳田幹事より、会報第 81 号の編集状況について別紙資料に基づき報告があり、各

担当者へ原稿作成の依頼がなされた。

〔審議事項〕

（１） 2017 年度幹事校・世話人の体制について

鈴木事務局長を中心に、2017 年度幹事校・世話人の体制について資料に基づき検討を行

い、新任の幹事校から事務局次長校１校、研究部・広報部担当計 4 名、研究部第 1・第 2・
第 3・第 5 部会世話人に各 1 名を、次回幹事校会にて選出することとなった。

また、研究部会の統合については当事者の要望から、当面は見送ることとなった。

（２）2017 年度総会・研究大会への準備について

   鈴木事務局長を中心に、5 月に開催予定の 2017 年度総会・研究大会への準備について資料

に基づき、担当者および式次第の検討を行った。

全体司会 所澤事務局次長

開会の言葉 小山事務局次長

１ 資格審査報告 小山事務局次長

２ 会長挨拶   馬場会長

３ 議長団選出

４ 議事

（１） 第 1 号議案 2016 年度活動報告

ア 研究部 所澤部長

イ 広報部 坂田部長

ウ 地域協議会

① 千葉・茨城地域協議会 田中幹事

② 神奈川・山梨地域協議会 山崎幹事



③ 北部地域協議会 小山幹事

エ 事務局 鈴木事務局長

（２） 第 2 号議案 2016 年度入退会大学 鈴木事務局長

（３） 第 3 号議案 2016 年度会計決算（案） 鈴木事務局長

（４） 第 4 号議案 2016 年度会計監査報告 福山前幹事、大島前幹事

（５） 第 5 号議案 2017 年度役員大学担当表 鈴木事務局長

（６） 第 6 号議案 2017 年度新規加入大学 西村新事務局長

（７） 第 7 号議案 会則改正（案） 西村新事務局長

（８） 第 8 号議案 2017 年度活動方針（案） 西村新事務局長

ア 基本方針

イ 活動方針

ウ 2017 年度行事予定

エ その他

（９） 第 9 号議案 2017 年度予算（案）西村新事務局長

５ 議長団解任

６ 2017 年度役員大学紹介 新任会長・事務局次長校、幹事校

（３）2017 年度全私教協研究大会における分科会について

鈴木事務局長より、5 月 20 日・21 日に開催される 2017 年度全私教協研究大会における分

科会について資料に基づき説明があり、発表・企画の担当を研究部第 5 部会（教員採用部

会）に依頼したことが報告された。これに伴い、第 5 部会世話人の手島幹事より別紙資料

に基づき当日の発表内容案について報告があり、ミニシンポジウムの発表校や企画内容に

ついて引き続き検討を行うこととなった。また、各自治体の採用予定人数の調査ができな

いかとの意見が寄せられた。

（４）入会・退会校について

  平野事務局員より、長野大学から、公立学校法人化移行を理由に、2016 年度内の退会届

が届いたことが報告され、退会が承認された。続いて、2017 年度入会希望として有明教

育芸術短期大学から入会届が届いたことが報告され、審議の結果、入会が承認された。な

お、公立学校法人に移行する大学について、希望すれば関私教協に残留できるようにすべ

きか提議があり、さまざま意見が出されたが、今後こうした事例が増加するようであれば

会則を変更し、制度を整えることについて検討することとなった。

（５）未加入校への入会呼びかけについて

   鈴木事務局長より、未加入校への入会呼びかけについて資料に基づき報告があり、年度内

に各大学に郵送で呼びかけを行う上で、一覧に掲載されている大学・短大に関連や人脈が

あれば幹事から直接呼び掛けてもらうよう依頼がなされた。



（６）5 月以降の幹事校会会場について

   鈴木事務局長を中心に、5 月以降の幹事校会会場について検討され、以下の通り決定した。

     2017 年度第２回幹事校会 5 月 31 日（水）白梅学園大学

・次回 2016 年度第 12 回関私教協幹事校会開催予定

2017 年 3 月 15 日（水）16：00～ 成城大学 ２号館１階 大会議室

なお、第 13 回幹事校会は、4 月 14 日（金）18:30 より日本女子大学にて行われる予定。


